
演習問題 5.1 

𝜆𝜆1 = 𝑢𝑢 − 𝑎𝑎 に対する左固有ベクトルは 
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で与えられる．式(5.3.3)に代入すると 
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演習問題 5.2 

演習問題 2.5 より，式(2P. 6)の行列 𝐴𝐴 およびその固有値は 
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𝜆𝜆1 = 𝑢𝑢 − 𝑎𝑎,   𝜆𝜆2 = 𝑢𝑢,   𝜆𝜆3 = 𝑢𝑢 + 𝑎𝑎 

で与えられる．これらの固有値に対する右固有ベクトルは 
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となる．ただし，第 1 成分が 1 となるように規格化してある．これらの右固有ベクトルに対

する左固有ベクトルは 
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これより固有値𝜆𝜆 = 𝑢𝑢 に対する左固有ベクトルは 𝐿𝐿2 で与えられる．このとき式(5.3.3)は 
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𝑎𝑎2 = 𝛾𝛾𝛾𝛾 𝜌𝜌⁄  に注意すると 
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上式は積分できて 
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これより，𝜆𝜆2 = 𝑢𝑢 に対応する特性曲線上でエントロピー 𝑠𝑠 が一定となることがわかる． 


